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人 工 冬 眠 療 法 の 著 效 し た 間 脳 症 候 群 を

有 す る1例 に つ い て

岡山大学医学部精神神経医学敎 室(主 任:藤 原高司敎授)

清 水 英 詮

〔昭和30年6月20日 受稿〕

1　 緒 言

最 近Chlorpromazineに よ る人 工 冬 眠 療 法が

精 神 医学 的 領域 に於 て注 目せ られ,我 が 国 に

於 て も其 の臨 床 経 験 例が 多 数報 告 せ られ て い

る こ とは 周知 の通 りで あ る. Chlorpromazineの

效 果 は化 学 的 ロボ トミー(J. Delay),薬 物学

的 ロボ トミー(Lehmann)等 と云 わ れ る如 く,

脳 皮質 間脳 シ ナ プシ ス阻 止 に よる上 位 中枢 の

可逆 的機 能 停止 をお こす た め と云 わ れ て い る

こ とか ら,私 はBychowskiの 所 謂Dience-

phaloseな ど に対 しては如 何 な る影 響 を 与 え

る もの であ ろ うか と考 え て いた とこ ろ,た ま

た ま間 脳 症 候 群 を 有 す る1例 に 遭 遇 し,

Chlorpromazine投 与 の経 験 を得 た の で報 告す

る.

2　 症 例

永○房○ 58才 の女子 無職

家族歴:　 母方の伯母に1名 病名不詳の精

神病に罹患 した者があ る外特記 すべ きことは

ない.

既往歴:　 既往に著患を知 らぬ.体 格は細

長型,病 前性格は温順 しく,小 心,内 気

現病 歴:　 昭和30年5月 初頃 よ り何等動機

もな く,突 然屋外を俳徊 し,時 には知人宅を

ふ ら りと訪ねた りす るこ とがあ り,徘 徊中ふ

と我にか え り,帰 宅す るこ となどもあつた.

徘徊時 には話 しかけて もろ くに返事 もせず,

内容のわか らぬ独語を してい るこ とが多 く,

平静になつた時尋ねてみ ると,徘 徊時 の点 々

とした記憶はあるが,全 体に対す る記憶は判

然 としない と云つた状態であつた.こ うした

状態が1日 の中2～3回 見 られ る様 にな ると

共に,又 異常に大食 す る様 になつた.(1回

に茶碗で4杯)上 記の徘徊は回数,時 間共に

段 々増加 し, 3週 間後の5月20日 には徘徊 中

河 に転 落,救 け を求めていたのを附近 の人

が発見救助 した.平 静時其 の事 について尋ね

て も 「ど うして落ちたのか 自分で もわか らな

い.」 と云い.自 殺を企図 した もので もなか

つた様である.勿 論痙攣発作の如 きは認 めら

れなかつた.

初診時の所見　 昭和30年5月26日 初診,

初診時表情 は快活であ り,意 識の溷濁はな く,

問診に対 して活溌に応答す る.妄 想,幻 覚は

認め られず,徊 徘時の体験について,「 自分

で もそれがわか らないんです.ほ つ と気がつ

いて,し まつた と思つて帰つて くるんです.」

と述べ 「最近苛々して変なんです,夜 ね られ

ないんです.」 と訴 え る.疏 通性はあ るが記

憶 力稍々不良,指 南力,判 断力には異常 を認

めない.身 体的には皮下脂肪少 く,栄 養は稍

々衰え,体 重35.5kg,脈 搏80,体 温36.5℃,視

力障碍はない.複 視,頭 痛,多 汗,動 悸,唾

液分泌過多,時 に耳鳴等 の自覚症状 の外全 身

的に多毛を認 める.瞳 孔の対光反応はや ゝ遅

鈍の外異常 な く,舌 は湿潤 し,軽 く振顫,唾

液の分泌過多が認められ る.膝 蓋腱反射,ア

キレス腱反射何れ も左右共に消失,腹 壁反射

に著変な く,其 の他運動知覚神経 の異常は認

められない.尿 所見血液所見共に異常な く,

エ オジン嗜好細胞の増加はなかつた.血 清 カ

ルシ ウム量は9.3mg%,血 糖 の ア ドレナ リ
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ン負荷 試験 は 正常, Thomの 試 験 は40.9%

減 で陽 性,脳 波所 見 では 全誘 導 に於 て正常 な

α 波 を缺 き18サ イクル内外 の速波 が 認 め られ

る.ル ンバー ル を行 つた結 果,液 圧 は122mm

水 柱(横 臥 位),無 色 透 明,ノ ンネ,パ ンデ

ィー何れ も陰 性,気 脳 術 を実 施 す るに第3脳

室 の拡大 及 び脳 皮 質全 般 に亙 る軽 度 の萎 縮 が

認 め られ た.以 上 の 所 見 を 総 合 して,間 脳

一 下 垂 体 系 に 於 け るBychowskiの 所 謂

Diencephaloseと 考 えた.

経 過:　 入院 後間 もな く矇 朧 状 態が 始 ま り,

 Chlorpromazine投 与 を は じめ た.(別 図 は 症

状 と投 薬 の 関係 を示 す.)即 ち1日25mgの 内

服 よ り漸 次 増量, 7日 後 に は150mg, 2週 間

後 に は200mg, 7月1日 には最 高250mgに 達

した.結 果 は別 表 の如 く, 1日3～4回 長 き

は数 時 間 に及 ん だ矇朧 状 態 も,漸 次 回数,時

間 共 に減 少 し7月3日 以 後 に は矇朧 状 態 も見

られ な い様 に なつ た.又 唾液 分 泌過 多,多 汗

も解 消 し,多 食 も7月 に 至つ て正常 に 復 した.

この様 な 著 明 な 効 果 を 收 め た ので, 7月7

日 よ り漸 次 減 量 を は じ め, 7月16日 一応

Chlorpromazineの 投 与 を 中 止,状 態 を 観察

す る こ と とした.其 の後8月7日 迄 は,意 識

障 碍,食 欲 の異常,其 の他 の 身体 的症 状 も見

られず,全 く常 人 の如 き観 を 呈 した.然 るに

8月8日 よ り,意 識障 碍 は なか つ たが,唾 液

分 泌 過 多,時 に異常 な発 汗が 見 られ る様 に な

つ た ので, 8月12日 よ り再 びChlorpromazine

の投 与 をは じめ た が,そ の結 果,症 状 は漸 次

消 失, 8月23日 よ りは 短時 間 の矇 朧 状 態 が1

日2～3回 起 る程 度 に な り,更 にChlorpro-

mazineを 増 量投 与 し た と こ ろ,症 状 は8月

末 に至 り全 く解 消 す るに至 つ た.

3　 総 括

Chlorpromazine投 与 が 第3脳 室 の拡 大 を

有 し,多 汗,多 食,意 識 の溷 濁等 間 脳症 候 を

有 す る患 者 に效 果 をお さめ たの は何 故で あ ろ

うか. Chlorpromazineを 投 与 してい る と,屡 々

著 明 な パ ル キ ン ソニ スム ス様 の症 状 を呈 し

て くる し,又 アテ トー ゼ症候 群 の際 に見 られ

る, "abnorme Fremde Reflese" (Duemlsing)

に酷 似 した 筋攣 縮 状態 を 惹起 す る こ とも稀 な

らず 体 験す る処 の もので あ る.こ れ らの症 状

がPallidumn, Caudatum, Thalmus, Nigra,

 Luysi, Ruber, Bindearmそ の 上 位 た る皮質

運 動野,前 運 動 領野等 が 浸 襲せ られ た 時 に起

る こ とは 周知 の通 りで あ るが, Chlorpomazine

は これ等 の部分 と皮 質間 のシ ナ プシ スを遮 断

す る のが主 体か,こ れ 等 の 核其 の ものに働 い

て そ れ を 麻 痺 せ しめ るの であ ろ うか と云 う

問 題 は不 明 で あ る.或 る場合 は パ ル キ ン ソン

ニ スム ス様 症 状 を起 し,或 る場 合 は 間脳 症 状

を 鎮 静 させ る もの とす るな らば,畢 竟 それ は

作 用起 点 の相 異 と,個 体 の耐性 に依 る もの と

の相 互 的関 係 に よつ て定 ま る もの と考 え られ

るで あろ う.と もあれ 本 症 例 は皮 質-間 脳 シ

ナ プ シ スの遮断 に依 る鎮 静 作 用 に 対 す る に

Chlorpromazineの 中 枢 神 経 節 そ の もの に対

す る直達 的 な 働 きが指 唆 せ られ て面 白い と考

え られ る.

結 語

58才 の女子 で 意識障 碍,多 汗,多 食,多 毛

等 間 脳症候 群 を 呈 した患 者 にChlorpromazine

を使 用 した所 著效 を奏 した ので報 告 した.
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